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［特集］
第２次飯田市食育推進計画

保育園のプール遊び（７月１６日撮影）
梅雨明けとともに、厳しい暑さが続く
保育園のプールでは園児たちが
プール遊びを楽しんでいる
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りんごんポスター最優秀賞・優秀賞
の皆さん

いいだ成年後見支援センターが開設 協定書に調印した飯田女子短期大学高松学長と飯田市長

動物園写生大会優秀賞の皆さん

７月１日、飯田市社会福祉協議会事務所内に、定住

自立圏協定の枠組みにより、飯田下伊那の１４市町村

が共同で開設しました。成年後見制度の啓発活動

や、利用の相談、手続きの助言などを行います。

７月５日、飯田女子短期大学と包括連携協定を締結

しました。これまでも、講師の派遣、学生の受け入れな

ど多分野で連携をしていましたが、より一層の連携・

協力を通じて人材育成や地域振興を図っていきます。

７月４日、りんごんのポスター図案の

表彰が、７月5日には、動物園写生大会

の表彰が市長室で行われました。

りんごんポスター図案の入賞作品

は、今にも動き出しそうな、りんごんの

楽しい様子の伝わる図案が描かれて

います。動物園写生大会の優秀賞作

品は、動物たちが色鮮やかに描かれて

います。

どちらのポスターも子どもたちの感性

豊かな作品が多数集まりました。

感性豊かな作品ずらり
りんごんポスター図案・動物園写生大会表彰

いいだ成年後見支援センター開所式
権利擁護の拠点施設

包括連携協定調印式
さまざまな分野で連携強化
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ポンプ操法の部

パネルシアターを楽しむ親子

救急操法の部

６月３０日、桐林運動場、サンヒルズい

いだなどを会場に飯田市消防技術大会

を開催しました。各分団から選出された

選手は、ポンプ操法、救急操法、ラッパ

吹奏の部で、日頃の訓練の成果を発表

しました。

消防団は、この活動を通じて火災現

場での対処方法を身につけるばかりで

なく、厳しい訓練に取り組む課程で、規

律や連帯感を高め、地域の安全安心の

ために献身的に取り組んでいます。

７月９日、かざこし子どもの森公園内に、０～３歳の未就

園児とその親子が集い、交流する施設「つどいの広場」

をオープンしました。「森っこ」は、市内で８カ所目となる

広場で、自然豊かな環境と、手作りの木のおもちゃが充

実しているのが特徴です。

木のおもちゃで遊ぶ子どもたち

親子で学び・交流する場
つどいの広場「親子であそぼ♪森っこ」オープン

飯田市消防技術大会
訓練の成果を披露
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市 

長

　牧
野
光
朗

脳
血
管
内
治
療
と
は
、
脳
の

病
気
に
対
し
て
、
皮
膚
を
切
っ

た
り
頭
蓋
骨
を
割
っ
た
り
す
る

こ
と
な
く
、
血
管
の
中
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
新
し
い
手
術
法

で
す
。
も
と
も
と
脳
血
管
撮
影

と
い
う
、
脳
の
血
管
を
カ
テ
ー

テ
ル
と
造
影
剤
を
使
っ
て
撮
影

す
る
検
査
か
ら
発
展
し
た
手
術

法
で
す
。
全
身
の
血
管
は
大
動

脈
を
介
し
て
す
べ
て
繋
が
っ
て

い
る
た
め
、
足
の
付
け
根
や
肘

の
内
側
の
血
管
な
ど
、
体
の
表

面
近
く
を
通
る
太
い
血
管
か
ら

カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
大
動

脈
を
通
じ
て
脳
の
血
管
ま
で
進

め
る
事
が
出
来
ま
す
。
手
術
の

際
は
検
査
用
の
カ
テ
ー
テ
ル
の

中
に
、
さ
ら
に
細
い
カ
テ
ー
テ

ル
を
入
れ
、
病
気
の
あ
る
部
位

（
首
や
頭
の
中
の
血
管
）
ま
で

進
め
て
い
き
、
様
々
な
道
具
や

薬
品
を
用
い
て
病
気
を
治
療
し

ま
す
。

手
術
法
は
、
通
常
最
初
に
足

の
付
け
根
か
、
肘
の
内
側
の
動

脈
に
シ
ー
ス
と
言
わ
れ
る
短
い

チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
、
そ
の
中
を

通
し
て
ガ
イ
ド
カ
テ
ー
テ
ル
と

呼
ば
れ
る
直
径
３
ミ
リ
程
度
の

チ
ュ
ー
ブ
を
首
の
動
脈
ま
で
誘

導
し
ま
す
。
さ
ら
に
ガ
イ
ド
カ

テ
ー
テ
ル
の
中
に
マ
イ
ク
ロ
カ

テ
ー
テ
ル
と
言
わ
れ
る
１
ミ
リ

強
の
非
常
に
細
い
チ
ュ
ー
ブ
を

通
し
て
脳
の
病
変
部
に
到
達
さ

せ
、
金
属
コ
イ
ル
な
ど
を
挿
入

し
て
病
変
部
を
閉
塞
さ
せ
ま

す
。
血
管
を
拡
張
さ
せ
る
場
合

は
、
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
の

代
わ
り
に
、
拡
張
用
の
風
船
の

付
い
た
カ
テ
ー
テ
ル
や
、
ス
テ

ン
ト
と
言
わ
れ
る
金
属
製
の
筒

を
病
変
に
通
し
て
血
管
を
拡
げ

ま
す
。

こ
の
治
療
法
の
利
点
は
、
一

般
的
な
開
頭
術
に
よ
る
外
科
手

術
に
比
べ
、
患
者
さ
ん
に
加
わ

る
侵
襲
が
極
端
に
少
な
い
こ

と
、
開
頭
手
術
で
の
治
療
が
困

難
な
脳
の
中
心
部
分
で
も
、
周

辺
の
脳
へ
の
影
響
を
与
え
ず
に

到
達
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
総

じ
て
入
院
期
間
が
短
い
こ
と
な

ど
で
す
。
ま
た
全
身
麻
酔
で
行

わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

局
所
麻
酔
で
も
可
能
で
あ
り
、

麻
酔
を
か
け
る
事
が
危
険
な
高

齢
者
や
、
心
臓
や
肺
の
悪
い
人

な
ど
に
は
非
常
に
有
用
な
方
法

で
す
。

脳
血
管
内
治
療
は
、
こ
の
４

月
よ
り
、
飯
田
市
立
病
院
脳
神

経
外
科
に
て
治
療
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

市立病院　脳神経外科

市川陽三  医師

脳
血
管
内
治
療
と
は

そ
の 

１０３

学
ん
で
、
発
信
す
る
「
松
尾
小
の
宝
」

学
校
に
通
っ
て
い
た
頃
、

「
ど
う
し
て
、
こ
れ
が
こ
こ

に
？
」
と
疑
問
に
思
っ
た
経

験
は
誰
し
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
大
概
は
そ

の
ま
ま
見
過
ご
し
て
し
ま
う

と
思
う
の
で
す
が
、
松
尾
小

６
年
（
当
時
は
５
年
）
１
組

の
皆
さ
ん
は
そ
う
し
た
モ
ノ

を
自
分
た
ち
の
「
宝
」
と
捉

え
て
調
べ
始
め
ま
し
た
。「
竜

の
彫
刻
は
何
故
こ
こ
に
あ
る

の
か
」、「
校
歌
や
学
校
目
標

『
ま
け
る
な
』
は
ど
の
よ
う

に
つ
く
ら
れ
た
の
か
」、「
ど

う
し
て
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
が
学
校
で
飼
わ
れ
て
い
た

の
か
」、「『
塩
む
す
び
遠
足
』

は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の

か
」
等
々
。
気
づ
き
始
め
る

と
結
構
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

物
語
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ

よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
当
市

が
掲
げ
る
「
地
育
力
に
よ
る

心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
に
お

け
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に

通
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
６

年
１
組
の
皆
さ
ん
が
更
に
進

ん
で
い
た
の
は
、
こ
う
し
た

宝
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
台
本

に
ま
と
め
、
演
劇
「
松
尾
小

の
宝
」
と
し
て
発
信
し
た
こ

と
で
し
た
。

昨
年
の
伊
那
谷
文
化
芸
術

祭
で
の
上
演
に
続
い
て
、
先

日
、
松
尾
小
学
校
で
こ
の
劇

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
自
分
た
ち
が
見
つ
け
て

調
べ
た
宝
に
つ
い
て
一
所
懸

命
語
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

感
動
を
新
た
に
し
、
彼
ら
は

き
っ
と
地
域
の
将
来
を
担
っ

て
く
れ
る
と
期
待
を
膨
ら
ま

せ
た
と
こ
ろ
で
す
。



2013.8.1［広報いいだ］9

～ 大学生から
のメッセージ ～

～ 大学生から
のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

No.１

（静岡市出身）

僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
将来の夢

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の中島航 さん（竜丘）からのリレー

き
の
し
た

し
ょ
う
へ
い

木
下
祥
平
さ
ん
（
丸
山
）

私
は
、
羽
場
・
丸
山
地
区
第
３
分
団
消

防
団
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
と
聞
く
と
「
男
の
酒
飲
み
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
は
女
性
団
員
も
居
ま
す
。
訓
練
の
多

い
５
月
・
６
月
は
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
で
反
省

会
を
し
、
早
め
に
帰
宅
し
て
無
理
な
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
文
を
書
い
て
い
る
６
月
に
飯
田

市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
あ
り
、
入

賞
・
飯
伊
大
会
出
場
を
目
標
に
日
々
泥

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。最

近
で
は
火
災
が
多
く
、
出
動
経
験
を

し
た
中
で
消
防
力
の
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
、よ
り
日
々
の
活
動
を
大
切
に
と
思

い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ぞうざ り さ

左座理沙 さん
（飯田西中３年）

私の将来の夢は、保育士になることです。

理由は、小さい子のお世話をするのが好き

だからです。そのために、４歳の時からピア

ノを学んでいます。他には、困っている人に

手を貸したり、一人でいる人に声をかけるこ

とを心がけています。

しかし、人の気持ちを考えずに行動してしまっている時が私に

はまだあります。

だから、自分の悪い所を直し、人の気持ちを分かってあげられ

るような人になっていきたいです。

東京から飯田に着いてまずはりんご庁

舎に向かいましたが、途中にりんご並木

を通る機会がありました。授業中に話題

になっていただけあって、その場にいた皆

が注目したのを覚えています。広々と道

が使われ、樹の緑が日中の暑さを和らげ

ていて、魅力的な場所に感じました。

庁舎では牧野市長といいだ人形劇フェ

スタ実行委員長の高松さんのお話を聞

き、お二人の飯田市への情熱にとても感

化されました。

その後、遠山郷へ移動しましたが、マイ

クロバスを降りたときのすがすがしさは今

でも記憶にあります。景色、温泉、空気など

の自然が疲れを癒してくれ、見学した霜月

祭り博物館や寺社では文化を大切にして

いる人々の一面を見ることができました。

そしてなにより思い出となったのは、泊

まった先の農家の方々とのふれあいです。

地元のおいしい食事でもてなしてくれ、夜

遅くまでたくさんの話をしてくれました。

地元が好きだということ、人と人のつなが

りを大切にしていることを感じました。

一泊ではとても足りないほど多くの魅

力を感じた学習会でした。今回出会った

すべての方に感謝します。ありがとうござ

いました。

飯田を訪れて
金子 夏穂東京農工大学

なつ ほ
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消
防
職
員
採
用
試
験

　平
成
２６
年
４
月
採
用
予
定
の

消
防
職
員
採
用
試
験
（
第
２

回
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
採
用
人
員

　３
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
の

出
生
者

▼
試
験
の
期
日（
第
１
次
試
験
）

　９
月
２２
日
㈰

▼
場
所

　

　飯
田
広
域
消
防
本
部

　３
階
大
会
議
室

▼
申
込
書
の
入
手
方
法

飯
田
広
域
消
防
本
部
、
各
消

防
署
・
分
署
で
受
け
取
り

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
宛
先
明
記
、
角

形
２
号
）
を
同
封
し
、
総
務

課
職
員
係
へ
請
求

※
飯
田
広
域
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.1
1
9
.iid
a
.

n
a
g
a
n
o
.jp

▼
申
込
方
法

本
人
ま
た
は
代
理
人
が
、
次

の
提
出
書
類
を
月
～
金
曜
日

の
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分
の
間
に
総
務
課
職
員

係
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
も
可
能
で
す
。

▼
提
出
書
類

○
試
験
申
込
書

○
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
、
８０

円
切
手
を
貼
っ
た
長
形
３
号

封
筒

▼
申
込
締
切

　８
月
２２
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
３
３

　

飯
田
市
東
栄
町
３
３
４
５

飯
田
広
域
消
防
本
部

総
務
課

　職
員
係

０
２
６
５（
２
３
）６
０
０
０

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
緊

急
情
報
の
伝
達
試
験
実
施

　地
震
・
火
山
噴
火
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
災
害
時
に
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国

か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
様
々
な

情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て
確
実

に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
た

め
、
９
月
１１
日
㈬
に
全
国
一
斉

の
緊
急
情
報
の
伝
達
試
験
を
行

い
ま
す
。
当
日
、
防
災
行
政
無

線
と
音
声
告
知
端
末
を
通
じ
放

送
が
な
が
れ
ま
す
。

▼
日
時

９
月
１１
日
㈬

午
前
１１
時
と
午
前
１１
時
３０
分

の
２
回
実
施

▼
放
送
内
容

「
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
。」

×
３
回
＋
「
こ
ち
ら
は
こ
う

ほ
う
い
い
だ
で
す
。
」
＋
チ

ャ
イ
ム

※
こ
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
は
、

全
国
的
に
様
々
な
情
報
伝
達

手
段
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
・
交
通
安
全
対
策

室

　危
機
管
理
係

内
線
２
４
３
３

市
議
会
の
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い

　市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
や
請
願
・
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
、

委
員
会
と
も
個
人
・
団
体
で
自

由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
２５
年
第
３
回
定
例
会
の

主
な
日
程

○
開
会

　８
月
２７
日
㈫

○
一
般
質
問

９
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭

○
総
務
委
員
会

９
月
９
日
㈪
・
１０
日
㈫

○
社
会
文
教
委
員
会

９
月
１１
日
㈬
・
１２
日
㈭

○
産
業
建
設
委
員
会

９
月
１３
日
㈮
・
１７
日
㈫

○
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

９
月
１９
日
㈭

○
閉
会

　９
月
２４
日
㈫

※
開
会
時
間
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、

団
体
な
ど
大
勢
の
場
合
は
事

前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局

内
線
２
６
１
３



平成２５年度 飯田市保育料 徴収基準額表

世帯の階層区分階層
区分

１階層

２階層

３階層

４階層

５階層

６階層

７階層

８階層

９階層

１０階層

１１階層

１ヶ月の徴収金基準額
（　）内は同時入所で半額となった金額

定　　義

生活保護法による被保護世帯など（単給世帯を含む）

同時入所軽減 多子軽減

１８歳未満の兄・姉か
ら数えて３人目以降
の児童が入所してい
る場合、左の額から
下記の割合で軽減

２人以上の児童が同
時に保育所・幼稚
園・認定こども園・障
害児通園施設など
へ入所している場合

３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

基準保育料 基準保育料 基準保育料

０ ０ ０

６,８００
（３,４００）

５,０００
（２,５００）

４,８００
（２,４００）

１３,４００
（６,７００）

１０,７００
（５,３５０）

１０,４００
（５,２００）

２０,７００
（１０,３５０）

１８,４００
（９,２００）

１８,０００
（９,０００）

２３,５００
（１１,７５０）

２２,１００
（１１,０５０）

２１,６００
（１０,８００）

２７,２００
（１３,６００）

２４,６００
（１２,３００）

２３,７００
（１１,８５０）

３１,１００
（１５,５５０）

２７,３００
（１３,６５０）

２５,８００
（１２,９００）

３７,０００
（１８,５００）

２８,６００
（１４,３００）

２６,２００
（１３,１００）

４２,９００
（２１,４５０）

３０,０００
（１５,０００）

２６,６００
（１３,３００）

５３,０００
（２６,５００）

３０,７００
（１５,３５０）

２６,８００
（１３,４００）

５９,２００
（２９,６００）

３２,７００
（１６,３５０）

２８,７００
（１４,３５０）

平成２４年度住民税非課税世帯

平成２４年度住民税課税世帯

所得税１５,０００円未満

１５,０００円以上

４０,０００円以上

７０,０００円以上

１０３,０００円以上

２５７,５００円以上

４１３,０００円以上

７３４,０００円以上

４０,０００円未満

７０,０００円未満

１０３,０００円未満

２５７,５００円未満

４１３,０００円未満

７３４,０００円未満

平成２４年分
所得税
非課税

１階層を
除く

平成２４年分
所得税
課税

年
齢
の
大
き
な
児
童
か
ら
数
え
て

平
成
２５
年
４
月
１
日
現
在
で
１８
歳
未
満
の
兄
・
姉
か
ら
数
え
て

１人目
全　額

２人目
半　額

３人目
無　料

３人目
２０％軽減

４人目
７０％軽減

５人目以降
無　料

（電話）２５ー０２０３（電話）２５ー０２０３

２０１３.８.１［広報いいだ］
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飯
田
文
化
会
館
の

ホ
ー
ル
を
休
館
し
ま
す

　平
成
２６
年
２
月
か
ら
舞
台
照

明
設
備
改
修
工
事
を
施
工
す
る

た
め
、
文
化
会
館
ホ
ー
ル
を
休

館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
ホ
ー
ル
以
外
の
施

設
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

▼
休
館
期
間

平
成
２６
年
２
月
１７
日
㈪
～

３
月
３１
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　文
化
会
館

０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

保
育
料
の
決
定

　平
成
２５
年
度
の
飯
田
市
の
保

育
料
を
決
定
し
ま
し
た
。

　飯
田
市
で
は
、
昨
年
度
ま
で

に
大
幅
な
保
育
料
軽
減
措
置
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
さ
ら
に
保
育
料
を
軽

減
し
、
か
つ
、
同
一
世
帯
に
１８

歳
未
満
の
兄
弟
か
ら
数
え
て
３

人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
が
入
所

す
る
場
合
の
軽
減
を
拡
充
し
ま

す
。　４

月
か
ら
６
月
に
収
め
て
い

た
だ
い
た
暫
定
保
育
料
と
今
回

決
定
し
た
保
育
料
に
差
額
が
発

生
し
た
場
合
は
、
７
月
以
降
の

保
育
料
で
調
整
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
２

人
以
上
の
児
童
が
同
時
に
保

育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
・
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
入
所
し
て
い
る
場
合

は
保
育
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
は
、
年
齢
の
大
き
な

児
童
か
ら
数
え
て
１
人
目
は

全
額
、
２
人
目
は
半
額
、
３

人
目
は
無
料
で
す
。

※
４
階
層
以
上
に
お
け
る
所
得

税
額
は
、
平
成
２２
年
度
税
制

改
革
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
年

少
扶
養
控
除
（
０
歳
～
１５

歳
）
お
よ
び
特
定
扶
養
控
除

（
１６
歳
～
１８
歳
）
の
上
乗
せ

部
分
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

こ
の
扶
養
控
除
が
あ
る
も
の

と
し
て
税
制
改
正
前
の
控
除

額
で
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り

調
整
し
た
額
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　保
育
係

内
線
５
３
４
４

http://w
w
w
.city.iid

a
.lg
.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い



児童扶養手当の現況届

８月２１日

（水）

午前９時～

午後６時３０分

午前９時～

午後５時００分

橋南・下久堅・上久堅・

龍江・川路・鼎・上村・

南信濃

８月２２日

（木）

東野・千代・竜丘・

三穂・伊賀良

８月２３日

（金）
羽場・丸山・上郷

８月２５日

（日）

橋北・座光寺・

松尾・山本

対 象 地 区日　  　時
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南
信
州
ぽ
ぉ
た
る
サ
イ
ト

に
投
稿
し
て
み
ま
い
か
！

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

「
南
信
州
ぽ
ぉ
た
る
」
は
利
便

性
を
高
め
、
話
題
に
富
ん
だ
情

報
交
流
を
目
指
し
ま
す
。
新
た

な
２
つ
の
機
能
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
今
こ
こ
！ 

な
う

携
帯
か
ら
写
真
や
歳
時
記
が

投
稿
で
き
ま
す
。
季
節
の
風

景
、
祭
り
や
催
し
の
〝
今
〟

や
〝
こ
の
場
〟
の
状
況
が
、

リ
ア
ル
に
伝
わ
り
ま
す
。

▼
地
図
か
ら
探
す

登
録
団
体
が
発
し
た
情
報
が

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

　Ｍ
ａ
ｐ
上

に
示
さ
れ
、
お
好
み
の
情
報

を
地
図
上
で
（
日
程
・
地
域

・
分
野
ご
と
）
探
せ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出

　児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の

方
は
、
受
給
資
格
確
認
の
た
め
、

毎
年
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
所
得

の
超
過
に
よ
り
、
手
当
を
受
給

し
て
い
な
く
て
も
、
受
給
者
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
届

出
が
必
要
で
す
。）

　こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
分

以
降
（
１２
月
振
込
）
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
受
給
者
本
人
や
、
そ
の
同
一

世
帯
の
方
が
、
平
成
２４
年
分

の
所
得
を
申
告
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
現
況
届
の
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
、
税
務
課
市
民
税

係
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
給
者
本
人
が
届
出
手
続
き

を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
届
出

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
（
対

象
者
に
は
、
通
知
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。）

▼
日
時

　左
表
の
と
お
り

▼
場
所

　り
ん
ご
庁
舎

　３
階
第
１
会
議
室

▼
持
ち
物

○
印
鑑

○
平
成
２４
年
度
児
童
扶
養
手
当

証
書

※
そ
の
他
、
関
係
書
類
の
提
出

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、

　個
別
に
通
知
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

内
線
５
３
２
３

上
郷
野
底
山
財
産
区

議
会
議
員
一
般
選
挙

▼
投
票
日

　８
月
２５
日
㈰

▼
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　８
月
２０
日
㈫

○
立
候
補
届
出
時
間

　
　
　
　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

▼
立
候
補
届
出
説
明
会

○
日
時

　８
月
１２
日
㈪

　午
前
９
時
３０
分
～

○
場
所

　上
郷
公
民
館
１
０
３
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

内
線
５
６
３
１

●「南信州ぽぉたる」運営団体
ＮＰＯ法人くらりnet  　　０２６５（５６）８０５６
●地域づくり・庶務課  内線２１１２

飯田・下伊那地域コミュニティサイト

http://www.minapo.jp

問い合わせ

加入者募集加入者募集
※加入方法は、
　サイトをご覧
　ください



県内で一番

多く読まれ
て

います。

購読のお申し込みは 最寄りの信毎販売店へ又は
フリーダイヤル はやい よ み よ い

飯田市の皆さまとともに、これからも ■信毎web http://www.shinmai.co.jp/

おかげさまで

フリーダイヤル はやい よ み よ い

信濃毎日新聞は
 創刊140周年今
年
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運行事業者 連　絡　先
運　行　内　容

８月１４日（水）～１６日（金）

循環線

信南交通 ０２６５（２４）０００５

日曜ダイヤで運行遠山郷線

駒場線

大休線

千代線

久堅線
運休

三穂線

阿島循環線

平岡線

竜東線 アップルキャブ

風越タクシー

０２６５（２８）２８２８

かざこし線 ０２６５（２２）０４８９

三穂線
朝日交通 ０２６５（２３）６８５１通常運行

川路線

上市田線 北部タクシー ０２６５（３５）９３３２

遠山郷線

上島線

下栗線

天竜観光タクシー ０２６０（３６）２２０５運休

日曜ダイヤで運行平岡線

八重河内線

遠山郷高校
通学支援線

おさひめタクシー ０２６５（２３）２９２９

遠山タクシー ０２６０（３２）２０６１

運休

路　線　名

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

通常運行

通常運行

通常運行

JR乗り継ぎタクシー アップルキャブ ０２６５（２８）２８２８通常運行

運休

市民バス等のお盆期間中の運行について市民バス等のお盆期間中の運行について市民バス等のお盆期間中の運行について
８月１４日（水）～１６日（金）の期間中は、路線バス・乗合タクシーの運行は、

一覧表のとおりとなりますのでお間違えのないようお願いいたします。

●問い合わせ／リニア推進課　交通政策係　内線３３２１
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リ
ニ
ア
コ
ー
ス
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
の
市
民
投
票

　「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
走

る
ま
ち
・
い
い
だ
」
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ー
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
応

募
作
品
の
中
か
ら
選
考
し
た
１０

作
品
を
対
象
に
、
市
民
投
票
を

実
施
し
ま
す
。

▼
投
票
方
法

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

に
限
り
、
以
下
の
２
つ
の
ど

ち
ら
か
の
方
法
で
１
人
１
回

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
品
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
勤
務
先
（
学
校
名
）、

連
絡
先
、
作
品
に
対
す
る
感

想
を
記
入
し
、
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

○
電
子
投
票

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
リ
ン

ク
先
の
投
票
ペ
ー
ジ
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

○
用
紙
投
票

市
役
所
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、

丸
山
、
東
野
地
区
は
各
公
民

館
）
、
り
ん
ご
庁
舎
に
、
対

象
作
品
、
投
票
用
紙
を
配
置

し
ま
す
。
各
窓
口
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
作
品
に
投
票
さ
れ
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方

に
１
０
０
０
円
相
当
の
「
ま

ち
な
か
共
通
食
事
券
」
を
進

呈
し
ま
す
。
当
選
は
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
投
票
期
間

９
月
１
日
㈰
～
２０
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

リ
ニ
ア
推
進
課

内
線
３
３
１
３

リ
ニ
ア
コ
ー
ス
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
募
集
期
間
の
延
長

　「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
走

る
ま
ち
・
い
い
だ
」
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ー
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
募

集
期
間
に
つ
い
て
、
当
初
８
月

２
日
㈮
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
８
月
２７
日
㈫
ま
で
延
長
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

リ
ニ
ア
推
進
課

内
線
３
３
１
３

住
宅
土
地
統
計
調
査
の

準
備
を
行
い
ま
す

　１０
月
１
日
に
行
わ
れ
る
、
平

成
２５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

の
準
備
の
た
め
に
、
調
査
員
が

調
査
対
象
の
地
域
を
歩
い
て
巡

回
し
、
現
在
の
住
宅
の
状
況
を

確
認
し
ま
す
。

　地
域
の
皆
さ
ま
に
住
宅
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
調

査
員
は
県
か
ら
任
命
さ
れ
た
地

方
公
務
員
で
「
調
査
員
証
」
を

携
行
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思

わ
れ
た
場
合
に
は
「
調
査
員

証
」
の
掲
示
を
求
め
る
か
、
地

域
づ
く
り
・
庶
務
課
統
計
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

８
月
１９
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
・
庶
務
課

統
計
担
当

内
線
２
１
１
４

「
お
ぐ
ね
ー
」
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
in
り
ん
ご
ん

　今
年
も
夏
の
風
物
詩
、
飯
田

ま
つ
り
飯
田
り
ん
ご
ん
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
企
画
と
し

て
、
今
年
か
ら
飯
田
市
産
業
親

善
大
使
に
就
任
し
た
『
お
ぐ
ね

ー
』
こ
と
小
椋
ケ
ン
イ
チ
さ
ん

に
よ
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
変
身
メ

イ
ク
」
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
大
人
気
ヘ
ア
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
『
お
ぐ

ね
ー
』
直
伝
の
メ
イ
ク
術
で
、

飯
田
の
熱
い
夏
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

８
月
１０
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

（
開
場

　午
後
１
時
３０
分
）

▼
場
所

飯
田
信
用
金
庫
本
店

２
階
会
議
室

▼
参
加
費

　無
料

▼
定
員

　２
０
０
人（
自
由
席
）

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
事
前

予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　観
光
課

　内
線
４
６
６
５

　み
な
み
信
州
農
業
協
同
組
合

か
ら
ご
推
薦
を
い
た
だ
い
た
農

協
理
事
の
農
業
委
員
が
、
市
長

よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
選
任
日

　７
月
５
日

▼
委
員
氏
名

北
原

　司

　委
員（
座
光
寺
）

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

内
線
４
８
１
３

農
協
の
推
薦
に
よ
る
農

業
委
員
の
選
任



午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

※りんご庁舎市民証明コーナーは、日曜日、祝日を除き、平日

午前８時３０分～午後７時、土曜午前１０時３０分～午後７時

飯田市ポイ捨て等防止による環境美化を推進する
市民条例（仮称）の原案に対するご意見をお寄せください

８月２３日㈮～９月２４日㈫

○水道環境部　環境課
○市役所２階　行政資料コーナー
○各自治振興センター　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○りんご庁舎市民証明コーナー
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館

※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。
https://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/

www/public_comment/index.jsp

閲 覧 場 所

意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

市民が主体となり市との協働により、ポイ捨て等
を防止し地域の環境美化を推進するための条例を
新たに制定します。
この原案に対するご意見を募集します。

〒３９５-８５０１　飯田市大久保町２５３４番地
水道環境部　　環境課
内線 ５２４８
　　 ０２６５-２２-４６７３　　　　 ikankyou@city.iida.nagano.jp

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主たる
事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧場
所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメールにより
下記まで送付してください。

パブリック
　　　コメント
Public Comment

ご注文、ご購入については
JAみなみ信州各資材店舗へお願いします。

 ※値段等はお気軽にお問い合わせ下さい。

お問い合わせ

(有)いいだ有機

飯田市農業課 飯田市鼎東鼎２８１
TEL 0265-21-3217
飯田市下久堅下虎岩４９３
TEL 0265-29-7835

〔商品〕
袋詰２０ℓ　　　２ｔ車１台
袋詰４０ℓ　　　軽トラック１台

２０１３.８.１［広報いいだ］

８月１５日号は休刊です
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　野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
に
お
困
り
の
方
、
狩
猟
免
許

を
取
得
し
て
自
ら
鳥
獣
捕
獲
を

し
ま
せ
ん
か
。

　飯
田
市
で
は
、
狩
猟
免
許
を

取
得
し
鳥
獣
捕
獲
従
事
に
携
わ

る
方
に
対
し
、
免
許
取
得
に
要

す
る
経
費
な
ど
の
一
部
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
狩
猟
免
許
試
験

○
日
時

　９
月
１５
日
㈰

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

○
場
所

豊
丘
村
保
健
セ
ン
タ
ー

○
受
付
期
間

８
月
１２
日
㈪
～
２３
日
㈮

○
受
付
場
所

下
伊
那
地
方
事
務
所
林
務
課

○
提
出
書
類

狩
猟
免
許
申
請
書
、
写
真

１
枚
（
縦
３.０
㎝
×
横
２.４
㎝
）
、

猟
銃
・
空
気
銃
所
持
許
可

に
関
る
許
可
証
の
写
し
（
当

該
許
可
を
受
け
て
い
る
方
の

み
）
、
医
師
の
診
断
書
（
猟

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
を
受

け
て
い
な
い
場
合
）

○
受
験
手
数
料

　５
２
０
０
円

※
既
に
免
許
を
所
持
し
、
さ
ら

狩
猟
免
許
を

取
得
し
ま
せ
ん
か

に
他
の
免
許
を
受
験
す
る
方

は
３
９
０
０
円

▼
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習

会狩
猟
免
許
試
験
の
た
め
の
事

前
講
習
と
し
て
、
狩
猟
者
と

し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
を

習
得
し
、
狩
猟
免
許
試
験
の

準
備
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

ま
す
。

○
日
時

　９
月
７
日
㈯

午
前
８
時
２０
分
～
午
後
５
時

１０
分

○
場
所

　豊
丘
村
保
健
セ
ン
タ
ー

○
受
付
期
間

８
月
１２
日
㈪
～
２３
日
㈮

○
提
出
書
類

　受
講
申
込
書

○
受
講
料

　無
料

※
講
習
会
で
使
用
す
る
テ
キ
ス

ト
２
３
４
０
円
は
、
申
し
込

み
時
に
各
自
で
購
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て

下
伊
那
地
方
事
務
所
林
務
課

（
飯
田
合
同
庁
舎
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
３

○
狩
猟
免
許
取
得
に
関
わ
る
補

助
金
に
つ
い
て

農
業
課

　生
産
振
興
係

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７



「はかり」の定期検査
対象地区 期日 時　　間 場　　所

松尾・山本

伊賀良・鼎

千代・龍江

竜丘・川路・三穂

下久堅・上久堅

座光寺・上郷

橋北・橋南・羽場

丸山・東野

飯田市全域

（上村・南信濃を

除く）

９月２日

（月）

９月３日

（火）

９月４日

（水）

９月５日

（木）

９月６日

（金）

１０：３０～１２：００

１３：００～１６：００

 ９：３０～１２：００

１３：００～１４：００

１０：３０～１２：００

１３：００～１５：００

１０：３０～１２：００

１３：００～１５：３０

１０：３０～１２：００

１３：００～１５：００

鼎文化

センター

龍江公民館

上郷自治振興

センター

勤労者福祉

センター

勤労者福祉

センター

［広報いいだ］２０１３.８.１ 16

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

　商
品
の
売
買
や
各
種
の
証
明

行
為
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、

２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　取
引
・
証
明
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

　左
表
の
と
お
り

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
昨
年

実
施
し
た
た
め
対
象
外
で
す
。

▼
持
ち
物

○
は
か
り
（
お
も
り
や
分
銅
を

含
む
）

※
は
か
り
に
付
着
し
た
粉
、
水

分
、
ほ
こ
り
な
ど
を
落
と
し

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
検
査
手
数
料

※
金
額
は
、
は
か
り
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
検
査
内
容
・
費
用
に
つ
い
て

長
野
県
計
量
検
定
所

０
２
６
３（
４
７
）４
０
０
６

○
検
査
場
所
に
つ
い
て

商
業
・
市
街
地
活
性
課

商
業
流
通
係

内
線
４
８
７
０

２０１３

●市では、環境モデル都市の取り組みとして、太陽光
発電設備の設置を推進しています。この一環とし
て、今年度の初期投資０円の太陽光発電設備普
及事業を行うにあたり、おひさま進歩エネルギー株
式会社を事業実施者と選定しました。

●２０件を上限として、この事業による太陽光パネル設
置家屋を募集しています。ご希望の方には、募集チ
ラシや申し込み書をお送りしますので、おひさま進歩
エネルギー株式会社までご連絡ください。

市内の家屋に０円で太陽光パネルを設置。９年間、パネルのサイ
ズにより月々定額の料金（２.５ｋＷは１３,７００円、３.３ｋＷは１７,２００円、
４.４ｋＷは２０,２００円、５.５ｋＷは２３,２００円）をお支払いただきます。

１０年目以降はお客様にパネルが譲渡となり、
発電分全てが収入になります。

余剰電力の売電収入はお客様に入ることから、
ご自宅で省エネ努力をして売電すれば、月々の負担を減らせます。

屋根の形に合わせて、上記４パターンに加えて若干のパネル
追加が可能。

地域の集会所など、コミュニティ施設も設置対象です。
１０ｋＷ以上になる場合は、全量売電の屋根貸し事業（メガさんぽ
プロジェクト）になります。なお、事業所の場合も対象です。

◆ ８月２９日㈭　午後５時～６時

おひさま進歩エネルギー株式会社　会議室
本町２-１５　いとうやさんの３Ｆ（市役所から徒歩２分程度）

にて事業説明会を行います。駐車場はあ
りませんので、近隣の公共駐車場などを
ご利用ください。

※なお、説明会以外にも常時、個別のご説明を行
いますので、お気軽にお問い合わせください。

おひさま０円システム２０１３のポ
イント

説明会のお知らせ

■問い合わせ／地球温暖化対策課　　内線５２４７
■申し込み・資料請求先／
おひさま進歩エネルギー㈱　　　　０２６５（５６）３７１１

５.５ｋＷは
集会所にオススメ!



◆申込方法

参加申込書をご記入の上、FAX、または
生涯学習・スポーツ課まで持参してください。
開催要項、参加申込書などは、生涯学習・スポーツ課、
各自治振興センター、各公民館にあります。

◆参加費  １人１００円 （保険料など）　　※参加費は当日、受付で納入してください。

※囲碁ボール・ふらば～るバレー交流大会は先着順となり、定数になり次第キャンセル待ちとなります。
申し込み状況については、事務局までお問い合わせください。

※出場チーム数によって時間など変更になる場合がございます。

※詳細につきましては、開催要項をご覧ください。

■申し込み・問い合わせ

事務局　生涯学習・スポーツ課　スポーツ振興係

内線 ５５７１　　　 　０２６５（５３）４５４６
  　 sports@city.iida.nagano.jp

飯田市スポーツ推進委員協議会主催飯田市スポーツ推進委員協議会主催飯田市スポーツ推進委員協議会主催

ニュースポーツフェスティバル開催！ニュースポーツフェスティバル開催！ニュースポーツフェスティバル開催！
参加申込
９月２日㈪～
受付開始

種　　目

期　　日

会　　場

時　　間

募集部門

参加資格

チーム構成

試合数（競技数）

申込期限

囲碁ボール交流大会 ふらば～るバレー交流大会
大なわとび記録会

ロープ・ジャンプ・X（エックス）

１１月１０日（日） １１月１０日（日） １２月８日（日）

勤労者体育センター（松尾明） 勤労者体育センター（松尾明） 勤労者体育センター（松尾明）

８時４５分～１１時５０分 １２時４５分～１６時１０分 ９時１５分～

小１～中３の各学年の部、
一般の部

小学４年生以上 小学４年生以上 小学１年生以上

募 集 数 ６４チーム（先着順） ３６チーム（先着順）

２～１０名以内 ５～８名以内 ３名以上（回し役も含む）

１チーム３試合 １チーム最低２試合 ３回まで

１０月５日（土） １０月５日（土） １１月２日（土）

２０１３.８.１［広報いいだ］
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若
者
の
自
立
を
応
援
す
る

「
居
場
所
」
が
で
き
ま
す

　勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

中
学
生
か
ら
３０
代
ま
で
の
若
者

の
自
立
を
応
援
す
る
「
居
場

所
」
を
８
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
う
ま
く
表
現

で
き
な
い
、
学
校
や
仕
事
に
行

け
な
く
な
っ
た
、
自
分
の
居
場

所
を
探
し
た
い
な
ど
、
一
人
で

考
え
な
い
で
仲
間
で
支
え
あ
う

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
「
居

場
所
」
で
す
。

▼
開
設
時
間

午
後
１
時
～
５
時
（
土
・
日

・
祝
日
を
除
く
毎
日
）

▼
活
動
内
容

ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
、

就
労
に
向
け
た
支
援
な
ど
参

加
者
の
ニ
ー
ズ
で
進
め
ま
す
。

※
利
用
料
は
原
則
無
料
（
活
動

内
容
に
よ
っ
て
実
費
必
要
）

※
未
成
年
の
方
の
利
用
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
ご
家
族
の
相
談
の
機
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１
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男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
者
な
ど
の
募
集

　仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
、

女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大
、

男
女
が
共
同
し
て
参
画
で
き
る

環
境
づ
く
り
な
ど
、
男
女
共
同

参
画
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
平
成
２５
年
度
事
業
者
お

よ
び
市
民
団
体
を
募
集
し
、
平

成
２６
年
２
月
９
日
㈰
開
催
の

「
第
１９
回
市
民
の
つ
ど
い
」
で

表
彰
し
ま
す
。

※
「
事
業
者
や
市
民
団
体
」
と

は
、
事
業
活
動
を
行
う
個
人

や
法
人
、
非
営
利
団
体
、
自

治
組
織
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
各

種
団
体
を
指
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

り
ん
ご
庁
舎
男
女
共
同
参
画

課
に
あ
る
用
紙
か
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
も
の
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
送
り
い
た
だ
く
か

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
　

１０
月
３１
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
４
４

本
町
１
―
１５

男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

「
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

女
と
男
」
作
品
募
集

　男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進

し
て
い
く
上
で
男
女
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
共
に
力
を
合
わ
せ
、

楽
し
い
家
庭
、
住
み
よ
い
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
作
品
内
容

○
感
謝
の
こ
と
ば
「
あ
り
が
と

う
の
心
を
込
め
て

　あ
な
た

へ
」

・
対
象

　高
校
生
以
上

・
日
頃
あ
な
た
が
想
っ
て
い
る

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち

を
「
感
謝
の
こ
と
ば
」
と
し

て
３５
文
字
以
内
で
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

○
標
語
「
男
女
が
認
め
合
い
、

お
互
い
に
助
け
合
う
姿
」

・
対
象

　小
中
学
生

・
男
子
、
女
子
が
力
を
合
わ
せ

て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る

姿
や
、
友
達
に
寄
せ
る
期
待

や
願
い
を
標
語
に
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
方
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
ひ
と
り
１
作

品
で
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
。

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

必
ず
明
記
し
て
、
応
募
用
紙
、

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

飯
田
市
行
政
改
革
推
進

委
員

　市
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審

議
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
人
数

　若
干
人

▼
応
募
資
格

飯
田
市
に
お
住
ま
い
で
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
４
月
１
日
現
在
、
２０
歳
以
上

の
方

○
平
日
夜
間
ま
た
は
休
日
昼
間

に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

が
可
能
な
方
（
今
年
度
は
年

間
２
回
程
度
開
催
予
定
）

○
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
た
簡
素
に
し
て
効
率
的

な
市
政
の
推
進
に
関
心
の
あ

る
方

※
公
共
団
体
の
職
員
、
常
勤
の

公
務
員
の
方
は
原
則
と
し
て

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▼
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
お
よ
び
次
の

テ
ー
マ
で
８
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
た
作
文
（
様
式
任

意
）
を
企
画
課
へ
持
参
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
文
の
テ
ー
マ

「
飯
田
市
の
行
財
政
改
革
に

関
す
る
意
見
・
提
言
」

※
申
込
書
は
、
企
画
課
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間

８
月
１
日
㈭
～
２２
日
㈭

（
消
印
有
効
）

▼
選
考
結
果

応
募
さ
れ
た
方
に
８
月
末
を

目
途
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

企
画
課

　行
政
経
営
係

内
線
２
２
２
２

０
２
６
５（
５
３
）４
５
１
１

ikikaku@
city.iida.nagano.jp

の
応
募
も
可
能
で
す
が
、
そ

の
場
合
は
実
名
も
付
記
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１０
月
１８
日
㈮

　
　
　

※
審
査
は
、
飯
田
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
が
行
い
、

　審
査
結
果
と
入
賞
作
品
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
地
元
新
聞

な
ど
で
広
く
公
表
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
記
念
品
と
し
て

図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
、
平

成
２６
年
２
月
９
日
㈰
開
催
の

「
第
１９
回
市
民
の
つ
ど
い
」

で
表
彰
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
４
４

本
町
１
―
１５

男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

結いターンキャリアデザイン室
イメージキャラクター

「ゆいたん」

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室 内線３５１２
http://www.yuiturn.net/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン

ひ
と

ひ
と
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※世帯の総所得額、建物の経年、間取り等によって異なります

募集する市営住宅

募集戸数

入居の資格

申込方法

申込受付期間

抽選日時・場所

●現に同居しまたは同居しようとする親族がいること（申込時か
ら３カ月以内に結婚する方を含む）
・単身入居の条件などは、お問い合わせください。

●収入が、飯田市営住宅等条例に規定する基準以内であること
（表下の入居収入基準参照）

●市区町村税を完納していること

●入居者および同居者が暴力団員（暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律第２条第６号に規定された暴力団
の構成員）でないこと

●住宅に困っていることが明らかなこと

●外国籍の方は、１年以上の在留期間があること

・申込書は期間中、建設管理課住宅係、上村自治振興セン
ター、南信濃自治振興センターにあります。
・申込書に必要事項を記入、押印し、建設管理課住宅係に本
人または代理の方が持参してください。（上村自治振興セ
ンター、南信濃自治振興センターでも受付けます）

９月１２日（木）  午後３時
鼎文化センター（鼎公民館）３階で公開抽選
（抽選には、本人または代理の方が必ず出席してください。）

８月２６日（月）～９月６日（金）
午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日は除く）

平成２６年２月末までに空き家となる戸数

表のとおり

次の条件を満たす方

北の原 松尾常盤台 3DK
三尋石A・C棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

平林 鼎切石 3DK
大堤 座光寺 2K～3K
長野原 時又 3DK 浴槽工事中除く

飯沼 上郷飯沼 3DK
黒田 上郷黒田 3DK
中郷 上村 3LDK

１号市営 流宮 上村 3LDK
上町 上村 3LDK
程野 上村 3LDK
下栗 上村 3LDK
樋口 南信濃和田 3DK
押出第１ 南信濃和田 3DK
押出第２ 南信濃和田 2LDK
夜川瀬第１ 南信濃和田 3DK
夜川瀬第２ 南信濃和田 1DK、3DK

２号市営 西の原 大休 3K 浴槽なし

３号市営
三尋石B棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

夜川瀬第３ 南信濃和田 3DK、3LDK、5LDK
押出第３ 南信濃和田 4DK、4LDK 若者住宅

４号市営 夜川瀬第４ 南信濃和田 1DK 独身住宅

松原 南信濃和田

２８,２００円

３５,４００円

３１,９００円

２１,２００円

２３,５００円

２３,７００円

２６,７００円

１５,６００円

１７,７００円

２４,０００円

１４,８００円

１６,０００円

１１,４００円

１６,２００円

２５,３００円

１８,９００円

２９,３００円

１６,８００円

７２,０００円

３７,０００円

２０,０００円

１０,０００円

７,０００円

１９,０００円

２０,０００円

２１,４００円

１４,２００円

１５,４００円

１５,９００円

１８,０００円

１０,５００円

１１,９００円

１６,１００円

　９,９００円

１０,８００円

　７,６００円

１０,９００円

１７,０００円

１２,７００円

　９,８００円

１１,３００円

３９,２００円

２４,０００円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

、

1DK

区　分 団　地　名 所　在　地 家賃目安 ※ 間　　取　　り 備　考

■問い合わせ
　建設管理課　住宅係　内線２７３４
■問い合わせ
　建設管理課　住宅係　内線２７３４

●オール電化住宅では、
ガス器具を使用できま
せん。三尋石市営住
宅では給湯設備を設
置していますが、電気
調理器（電気コンロな
ど）は、入居する方の
負担で設置していた
だくことになります。

●浴槽なしの住宅では、
入居する方の負担で
浴槽、風呂釜を設置
（退去時は撤去）する
ことになります。

●駐車場は１世帯１台
分のみ。２台目以降
は、入居する方自身が
団地外で探していただ
くことになります。

●動物の飼育不可

●若者住宅は４０歳未満
で同居親族がいるこ
と。独身住宅は４０歳
未満で単身者である
ことが条件になります。

●収入月額は、世帯全員の年間総所得の合計から世帯の構成
に応じた所定の額を控除した後、月額換算した金額（申込時に
説明）

●裁量階層とは、入居者が６０歳以上、かつ同居者が６０歳以上また
は１８歳未満の世帯、中学校在学中まで（上村、南信濃地区は２０
歳以下まで）の子どもがいる世帯、入居者の中に１級から４級の
障害のある方がいる世帯などを指します。

入居を募集する市営住宅

入居収入基準

１号市営

２号市営

３号市営

４号市営

収入月額　１５８,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 ２１４,０００円以下）

収入月額　１１４,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 １３９,０００円以下）

収入月額　１５８,０００円～２５９,０００円

収入の基準なし



共通聖域 ４㎡ 洋式 １４ ５５０,０００円

共通聖域 ４㎡ 和・洋式 ２１ ５９０,０００円

聖域の種類 面積 石碑様式 募集
区画数

使用料

２号聖域

４㎡
和式

１
３０２,０００円

３号聖域 １

※１

聖域の種類 面積 石碑様式
募集
区画数

使用料

聖域の種類 面積 石碑様式 募集
区画数

使用料

９号聖域 １ ４３４,０００円和・洋式

【西部霊園】

【柏原霊園】

【桐林墓地公園】

※１　Ｈ２５.７.３現在（西部霊園は随時募集しています）

［広報いいだ］２０１３.８.１20

市
立
病
院
「
理
容
室
」

運
営
事
業
者
の
募
集

▼
対
象
施
設

市
立
病
院
１
階

　理
容
室

▼
対
象
者

市
内
に
本
店
お
よ
び
事
業
所

を
有
し
、
病
院
理
容
や
理
容

所
の
健
全
な
営
業
を
過
去
１

年
以
上
継
続
し
て
い
る
法
人

ま
た
は
個
人

※
詳
細
（
募
集
要
領
）
は
、
市

立
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.im
h
.jp
/

▼
申
込
方
法

市
立
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　９
月
２
日
㈪

▼
事
業
者
の
決
定
方
法

企
画
提
案
書
お
よ
び
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
で
決

定
し
ま
す
。

▼
営
業
開
始
（
予
定
）

　平
成
２６
年
１
月

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
２

八
幡
町
４
３
８
番
地

市
営
霊
園
使
用
者

▼
応
募
資
格

　市
内
に
お
住
ま
い
か
、
本
籍

を
有
す
る
方
で
、
お
墓
が
な

く
お
困
り
の
方

※
管
理
料
と
し
て
年
間
三
千
円

が
必
要
で
す
。

※
遺
骨
が
あ
る
方
を
優
先
い
た

し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　左
表
の
と
お
り

▼
申
込
方
法

環
境
課
に
用
意
し
て
あ
る
申

請
書
に
住
民
票
（
本
籍
入

り
）
１
通
を
添
付
し
て
環
境

課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
に
募
集
聖
地
の
位

置
を
確
認
さ
れ
た
い
場
合
は

８
月
１
日
か
ら
環
境
課
に
位

置
図
を
用
意
い
た
し
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　８
月
１６
日
㈮
～
２８
日
㈬

※
土
・
日
・
祝
日
を
の
ぞ
く
。

▼
抽
選

○
日
時

　９
月
６
日
㈮

　午
前
９
時
～

○
場
所

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
１

市
立
病
院

　施
設
課

０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５

内
線
２
３
２
２

美
博
の
自
然
講
座

　伊
那
谷
の
自
然
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
生
物
講
座

○
テ
ー
マ

タ
ケ
と
サ
サ
の
世
界

○
講
師

　小
林
幹
夫
さ
ん
（
宇

都
宮
大
学
名
誉
教
授
）

○
日
時

　９
月
１
日
㈰

　午
前
１０
時
～
正
午

▼
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座

○
テ
ー
マ

　南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ

パ
ー
ク
で
海
底
散
歩

○
講
師

　村
松
武
（
美
術
博
物

館
学
芸
員
）

○
日
時

　９
月
５
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

追
手
町
小
学
校

化
石
標
本
室

　追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室

に
は
、
飯
田
市
千
代
出
身
の
長

谷
川
善
和
先
生
（
横
浜
国
立
大

学
名
誉
教
授
）
の
標
本
が
た
く

さ
ん
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
一
部
を
公
開
し
、
公
開

に
あ
わ
せ
て
化
石
レ
プ
リ
カ
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

▼
展
示
室
の
公
開

○
期
日

　８
月
１０
日
㈯
・
１１
日

㈰
・
１７
日
㈯

○
時
間

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
所

追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室

※
観
覧
料
無
料

▼
化
石
レ
プ
リ
カ
づ
く
り

○
内
容

恐
竜
の
歯
、
爪
、
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
な
ど
の
レ
プ
リ
カ

○
受
付

展
示
公
開
日
の
午
前
１０
時
～

午
後
３
時
に
随
時
受
け
付
け

ま
す
。
（
た
だ
し
、
正
午
～

午
後
１
時
は
除
く
）

○
製
作
時
間

　約
３０
分

○
材
料
費

　１
個
２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８



～伊那谷の自然と文化 vol.２９～ 《郷土の先人に学ぶ 》
市民大学講座は、「伊那谷の自然と文化《郷土の先人に学ぶ》」を共通テーマとして、この地域に縁

のある先人たち、あるいは歴史には登場しない人々の暮らしや文化・芸能、自然などをテーマとして取

り上げ、地域で活躍されている研究者の皆さんを講師にお迎えする『郷土を学ぶ連続講座』です。

本年度も次のとおり開講いたしますので、大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

飯田市公民館ホール ただし、第４回は満蒙開拓平和記念館（阿智村）、第８回は飯田市美術博物館

１,５００円（第１回～８回の資料代と第４回、８回の観覧料を含みます。）
　※第１回講座（９月１８日）に集めます。
　※第１回～８回までをセットにした連続講座です。

８月３０日（金） ※以降も随時受講申し込みを受け付けます。

飯田市公民館  　　 （０２６５）２２-１１３２　　 ２２-１０２２　　   iccc01@city.iida.nagano.jp

主催／飯田市公民館　　企画・運営／市民大学講座運営委員会

場 所

受 講 料

申込期限

●

●

●

申し込み・問い合わせ先申し込み・問い合わせ先

期　　日 テ　ー　マ 講　　　　　師回

１

２

３

４

５

６

７

伊那谷自然友の会

会長 小林正明さん
日本には昔から虫の声を楽しむ文化がありました。伊那谷にもスズムシ、カンタン、
エンマコオロギなど美しい声の虫がいます。ところが近年アオマツムシが侵入、伊
那谷を北上中です。伊那谷の秋に焦点を当て侵入の経過と自然の変化を学びます。

伊那谷の秋の虫とアオマツムシの侵入

８

９月１８日(水)
１９：００～２１：００

飯田市歴史研究所

市民研究員 清水迪夫
１９２４（大正１３）年１月８日開講された信南自由大学（のちに伊那自由大学と改称）
は、１９２９（昭和４）年まで１３人の講師によって２２の講座が開かれました。その設立・
開講は、下伊那の青年たちにどのような影響を与えたのかを考えてみます。

信南（伊那）自由大学と下伊那の青年たち
９月２５日(水)
１９：００～２１：００

飯田市歴史研究所

客員研究員 齊藤俊江さん
昭和１０年代飯田・下伊那から農業移民と義勇軍合わせて８,４００人の人々が満洲国
へ渡りました。しかし数年のうちに約半数の人々が亡くなりました。今回は飯田か
ら渡満した人々の暮らしを中心に考えてみます。

農業移民として「満洲国」へ
１０月２日(水)
１９：００～２１：００

日本福祉大学社会福祉学部

准教授 大濱　裕さん

飯田市には１９９７（平成９）年から毎年、アジア・アフリカなどの第三世界と言われる
国々から政府・ＮＧＯ職員などの人々が地域づくりの研修に訪れています。飯田の
地域づくりは世界からどのように見られ、どのようなインパクトを与えているので
しょうか。

飯田の公民館と地域づくりに学ぶ
１０月２１日(月)
１９：００～２１：００

飯田市美術博物館

専門研究員 坂本正夫
伊那谷で発生した地震による災害には２種類あります。一つは、伊那谷で発生した
地震によって起きた災害です。もう一つは、遠くから伝わってきた地震動によって
伊那谷に起きた災害です。こうした地震と災害について、過去と現在から今後を考
えます。

伊那谷の地震災害と中央構造線の活断層運動
１１月６日(水)
１９：００～２１：００

（２００６（平成１８）年５月設立）

飯田カネト合唱団
飯田線の前身「三信鉄道」の建設時に、測量技師・現場監督を務めたアイヌの技術
者「川村カネト」氏の生涯を題材とした合唱劇です。飯田線開通に懸けた思いや人
権問題についてともに考えます。

飯田線開通に命を懸けた川村カネトの生涯に学ぶ
合唱劇「カネト」公演 （９０分解説付き）１０月２６日(土)

１３：３０～１５：３０

さん

三沢亜紀さん

満蒙開拓平和記念館

専務理事

事務局長

寺沢秀文
全国で最も多くの満蒙開拓団を送り出した飯田・下伊那地域。満蒙開拓という歴史
を風化させることなく後世に伝えていくために、新たに開館した平和記念館で歴史
を学びます。
★会場：満蒙開拓平和記念館（阿智村）
１８：３０～ 「満蒙開拓平和記念館」の夜間見学会
１９：３０～　ＤＶＤ鑑賞と講話

【現地研修】　今、伝えなければならない満蒙開拓の歴史
１０月１０日(木)
１０月１６日(水)
※いずれか一日
１８：３０～２０：３０

飯田市美術博物館

学芸員 織田顕行

明治維新までの千年におよぶ「神仏習合」の産物や「神宮寺」「廃仏毀釈」の実態
など、忘れられつつある宗教文化史の一面について考えます。
★会場：飯田市美術博物館
１８：００～ 特別展 「カミとホトケの交渉史」展の夜間見学会
１９：００～ 講義 「カミとホトケ～その出会いと別れ～」

【現地研修】　カミとホトケの交渉史　－廃仏毀釈のツメ跡－

１１月１３日(水)
１８：００～２０：３０

さん

３７３７３７

２０１３.８.１［広報いいだ］

８月１５日号は休刊です
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第
１１
回
地
域
史
研
究
集
会

　奈
良
・
平
安
時
代
の
信
濃
国

に
は
、
国
家
が
整
備
し
た
大
規

模
な
道
路
の
１
つ
で
あ
る
東
山

道
が
通
っ
て
い
て
、
多
く
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
が
行
き
交
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
の
研
究
集
会
で

は
、
古
代
の
交
通
と
地
方
社
会

の
関
わ
り
を
中
心
に
し
て
、
美

濃
・
上
野
・
甲
斐
な
ど
の
周
辺

地
域
と
の
結
び
つ
き
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
古
代
の
信
濃
国

・
伊
那
郡
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

　事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

○
８
月
２４
日
㈯

午
前
９
時
３０
分
～

午
後
４
時
３０
分

○
８
月
２５
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～

午
後
０
時
３０
分

▼
場
所

飯
田
信
用
金
庫
本
店

大
会
議
室

※
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館
入

口
側
よ
り
ご
入
場
く
だ
さ
い
。

▼
特
集
テ
ー
マ

「
古
代
の
交
通
と
地
方
社
会

―
イ
ナ
・
シ
ナ
ノ
と
そ
の
周

辺
―
」

▼
参
加
費

　５
０
０
円

（
２
日
間
共
通
資
料
代
）

※
高
校
生
以
下
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
つ
く
り

　弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
か

ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
の
玉
を
と

ん
ぼ
玉
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
と

ん
ぼ
玉
を
昔
の
作
り
方
で
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
多
少
の
コ
ツ

を
つ
か
め
ば
誰
で
も
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

９
月
１
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

上
郷
考
古
博
物
館

　

▼
対
象

　小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員

　２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
優
先
と
し
て
抽
選
を

行
な
い
ま
す
。

▼
参
加
費

小
中
学
生

　
　４
０
０
円

高
校
生
以
上

　５
０
０
円

▼
申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学

年
）
・
電
話
番
号
・
ぎ
や
ま

ん
工
房
参
加
経
験
の
有
無
を

明
記
の
上
、
往
復
は
が
き
も

し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

８
月
２５
日
㈰
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
０
３

上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

kouko@
iida-m

useum
.org

夏
休
み
考
古
博
工
房

　上
郷
考
古
博
物
館
で
は
「
夏

休
み
考
古
博
工
房
」
を
開
催
し

ま
す
。
原
始
・
古
代
の
も
の
づ

く
り
の
技
術
な
ど
が
実
感
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　コ
ー
ス
は
「
石
器
作
り
」

「
マ
ッ
ト
作
り
」「
火
起
こ
し
」

「
ま
が
玉
作
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　マ
ッ
ト
作
り
は
、
縄
文
土
器

の
底
に
も
残
っ
て
い
る
編
み
方

で
小
さ
な
マ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

　ま
が
玉
作
り
は
い
つ
も
と
は

違
う
ま
が
玉
を
作
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
夏
休
み
の
一
研
究
・
一

作
品
に
ど
う
で
す
か
？

▼
日
時

８
月
１６
日
㈮

○
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

「
石
器
作
り
」
か
「
マ
ッ
ト

作
り
」

○
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

「
火
起
こ
し
」
か
「
ま
が
玉

作
り
」

※
午
前
・
午
後
と
も
２
講
座
を

同
時
進
行
で
行
な
い
ま
す
。

▼
場
所	

上
郷
考
古
博
物
館

　

▼
対
象

　小
学
生
以
上

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員

　各
２０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費

　１
０
０
円

※
「
石
器
作
り
」
と
「
火
起
こ

し
」
は
無
料

▼
申
込
方
法

希
望
コ
ー
ス
と
、
氏
名
・
住

所
・
年
齢
（
学
年
）
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
往
復
は
が

き
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
０
３

上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

kouko@
iida-m

useum
.org

手
づ
く
り
工
作
を
し
よ
う

　夏
休
み
、
か
ざ
こ
し
子
ど
も

の
森
公
園
に
手
づ
く
り
作
家
さ

ん
が
大
集
合
し
ま
す
。
期
間
中
、

小
学
生
が
参
加
・
体
験
で
き
る

い
ろ
ん
な
ブ
ー
ス
を
出
し
ま
す
。

　夏
休
み
の
自
由
工
作
と
し
て

学
校
に
持
っ
て
行
っ
た
ら
友
達

み
ん
な
が
あ
っ
！
と
お
ど
ろ
く

こ
と
間
違
い
な
し
。

　み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
手
づ
く

り
体
験
し
て
み
よ
う
。

▼
対
象

　小
学
生

▼
日
時

８
月
１２
日
㈪
～
１６
日
㈮

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

風
の
回
廊

▼
参
加
費

　来
園
無
料

※
各
ブ
ー
ス
で
材
料
費
が
か
か

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

０
２
６
５（
５
９
）８
０
８
０
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参加人数： 参加料金：人 円

名　　　前 生 年 月 日 住　　　所 連 絡 先

昭・平

昭・平

昭・平

★

★

★

★

★

★

ＣＯＴとは、子どもから高齢者まで全ての世代が楽しみながら運動ができ、自分の体を巧みに動かす能力を開

発・改善し、体力と競技力の向上につながる神経系のトレーニング運動です。

飯田市では、学校や地域活動を通じて、ＣＯＴの普及に取り組んでいます。創造性を高めるトレーニングで、笑顔

がいっぱい！スポーツ・運動好きになって、ずっと健康でいられるように、ＣＯＴを家族で体験してみましょう。

●下記参加申込書に参加費を添えて、８月２１日（水）までに生涯学習・スポーツ課へお持ちください。

詳しくは、（公財）飯田市体育協会（内線５８６１）または飯田市教育委員会生涯学習・スポーツ課（内線５５７１）まで

ご連絡ください。

参　加　申　込　書

※さらに詳しくＣＯＴを習いたい方は、平成２６年１月２５日（土）に「ＣＯＴを学ぶ会」を開催します。後日詳細を広報いいだに掲載します。

８月２５日（日）　午前１０時～正午

飯田勤労者体育センター　　第二体育館
（飯田市松尾明７４４４-２）

小学生以下の子どもとその保護者

５００円／人　
（小学生以下の子どもと親は２人で５００円。
３人目からは１人料金）

内履き、タオルなど （飲み物は用意します）

日　時

会　場

対　象

参加費

持ち物
▲遠くへ

ジャーンプ！
前より遠くへ
飛べたかな？

お宝ハンター！

▲

オニにタッチ
されないで、
何個のお宝を
ゲットできる
かな。



食とからだを考える　健康教室

９月９日（月）
開講式

自己紹介など

９月１７日（火）
食品表示について

楽しく動こう（運動）

１０月１日（火）
健診結果から

あなたの食事はどうですか？（料理バイキング）

１０月１７日（木）
バランス食について

野菜を摂りましょう（調理実習）

１１月７日（木）
コレステロール・糖のしくみについて

油を減らそう（調理実習）

１１月２２日（金）
高血圧について

塩分を減らそう（調理実習）

１２月２日（月）
歯の健康について

修了式　教室を振り返って

月　　日 内　　　　容
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大
人
の
家
庭
料
理
教
室

　「
夏
バ
テ
解
消
の
一
役
に
！

簡
単
中
華
料
理
」
と
し
て
次
の

３
品
の
実
習
と
試
食
を
行
い
ま

す
。

▼
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以

上
の
方

▼
日
時

９
月
８
日
㈰

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

▼
場
所

飯
田
友
の
会

（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）

▼
料
理
内
容

○
揚
げ
な
い
酢
豚

○
ス
タ
ミ
ナ
ス
ー
プ

○
デ
ザ
ー
ト
ほ
か

▼
定
員

　３０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　５
０
０
円

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
）、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

９
月
５
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　
　

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

男
性
の
た
め
の
運
動
講
座

　代
謝
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
効
率

よ
く
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
た
運
動
の
教
室
で
す
。

　有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
）
を
中
心
に
自
宅
で
も

で
き
る
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
講
座
名

「
す
っ
き
り
ボ
デ
ィ
コ
ー
ス
」

▼
対
象

　４０
〜
６５
歳
の
男
性

▼
日
時

８
月
２９
日
、
９
月
５
日
・
１２

日
・
１９
日
、
１０
月
３
日
の
木

曜
日
（
全
５
回
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

▼
場
所
　伊
賀
良
公
民
館

▼
講
師

梅
村
和
代
さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

▼
定
員
　２５
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
応
募
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
後
日
通
知
を
郵
送
し
ま

す
。

▼
申
込
締
切

８
月
９
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課

　保
健
指
導
係

　

内
線
５
５
１
９

食
と
か
ら
だ
を
考
え
る

健
康
教
室

　自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
り

健
康
を
保
つ
た
め
、
栄
養
・
運

動
・
休
養
に
つ
い
て
、
日
常
生

活
に
活
か
せ
る
具
体
的
な
方
法

を
学
び
ま
す
。
修
了
後
は
食
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
食
生
活
改
善

推
進
員
）
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
対
象

６５
歳
位
ま
で
で
、
継
続
し
て

参
加
で
き
る
方

※
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
程

左
表
の
と
お
り

▼
場
所

松
尾
公
民
館

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

▼
受
講
料
　無
料

▼
定
員
　２０
人

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

８
月
３０
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課

食
育
担
当

内
線
５
５
１
６

図
書
館
ま
つ
り

　な
つ
か

し
映
画
ト
ク
ト
ク
ま
つ
り

▼
日
時

８
月
２５
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時
５０
分

（
開
場

　午
後
０
時
３０
分
）

▼
場
所
　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

溝
口
健
二
監
督
２
作
品
上
映

○
午
後
１
時
〜

「
西
鶴
一
代
女
」

（
１
９
５
２
年
）

○
午
後
３
時
３０
分
〜

「
近
松
物
語
」

（
１
９
５
４
年
）

▼
入
場
料

　５
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
窓
口

中
央
図
書
館
・
鼎
図
書
館
・

上
郷
図
書
館
・
鼎
文
化
セ
ン

タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６
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　途
中
で
十
分
な
お
さ
ら
い
を

入
れ
な
が
ら
、
２
カ
月
間
楽
し

く
じ
っ
く
り
学
ぶ
、
ワ
ー
ド
の

教
室
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
２６
年
１
月
に
は
、
短
期

（
１
カ
月
間
）
コ
ー
ス
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
文
字
を
打
つ
こ
と
が
で

き
る
程
度
の
経
験
が
あ
る
方

▼
日
時

９
月
３
日
㈫
～
１０
月
２５
日
㈮

毎
週
火
・
金
曜
日（
全
１６
回
）

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

ワ
ー
ド
じ
っ
く
り
コ
ー
ス

▼
内
容

ワ
ー
ド
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、

日
常
に
楽
し
め
る
課
題
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
会
合
の

案
内
状
や
、
月
ご
と
の
特
製

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
暮
ら
し

の
中
で
使
え
る
成
果
品
を
仕

上
げ
ま
す
。

▼
受
講
料

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

▼
定
員

　２０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切

８
月
２８
日
㈬

▼
申
し
込
み

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

介
護
高
齢
課

　高
齢
者
係

内
線
５
３
８
４

男
性
は
つ
ら
つ
塾
料
理
編

　年
を
と
っ
て
も
、
は
つ
ら
つ

と
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、
食
事
作
り
は
必
要
で
す
。

　楽
し
く
自
分
で
食
べ
た
い
も

の
を
調
理
す
る
た
め
の
い
ろ
は

を
学
び
ま
し
ょ
う
。
男
性
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

９
月
～
１１
月
の
２
週
に
１
回

程
度
（
全
６
回
予
定
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
０
時

３０
分

▼
対
象

お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
男
性

▼
定
員

　２０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
場
所

　鼎
公
民
館
調
理
室

▼
内
容

　料
理
の
基
礎
を
学
ぶ

▼
参
加
費

　１
回
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
申
し
込
み
後
、

日
程
な
ど
を
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　

　８
月
２３
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

介
護
高
齢
課

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
５
６
）１
５
８
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
２
）８
６
９
０

は
つ
ら
つ
運
動
塾

　い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た

め
に
、
転
ば
な
い
体
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
筋
力
ア
ッ
プ
と
バ

ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
運
動
で
、

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

▼
日
時

１０
月
～
３
月
の
２
週
に
１
回

（
全
１２
回
予
定
）

第
１
・
３
火
曜
日
の
午
前
１０

時
～
１１
時
３０
分

▼
対
象

○
お
お
む
ね
７０
歳
以
上
（
転
倒

に
不
安
の
あ
る
方
）

○
な
み
き
会
場
は
つ
ら
つ
運
動

塾
初
回
参
加
者
（
以
前
参
加

者
は
除
く
）

▼
定
員

　２５
人

　

▼
場
所

　な
み
き
（
銀
座
３
丁
目
堀
端

ビ
ル
２
階
）

▼
内
容

筋
力
ア
ッ
プ
と
バ
ラ
ン
ス
を

中
心
と
し
た
椅
子
で
の
運
動

▼
参
加
費

　１
回
２
０
０
円

　（
茶
菓
子
代
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　９
月
６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

介
護
高
齢
課

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
２
６
５（
５
６
）１
５
８
７

シ
ル
バ
ー
人
材

　果
樹
栽

培
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

　就
業
機
会
の
確
保
を
目
的
に
、

地
域
農
業
の
基
幹
で
あ
る
「
リ

ン
ゴ
」
と
「
市
田
柿
」
の
農
作

業
就
労
に
必
要
な
技
能
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　果
樹
技
術
指
導
者
に
よ
る
実

技
指
導
を
行
い
、
即
戦
力
と
な

る
技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
講
習
内
容
・
日
程
（
予
定
）

○
リ
ン
ゴ
の
葉
摘
み
・
玉
廻
し

９
月
１３
日
㈮

○
柿
の
収
穫
・
皮
む
き
・
吊
る

し１０
月
２２
日
㈫

○
柿
と
リ
ン
ゴ
の
剪
定

１２
月
２０
日
㈮
と

来
年
１
月
（
日
程
未
定
）

※
実
施
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
４
時

※
実
施
場
所
、
天
候
に
よ
る
変

更
な
ど
は
、
申
し
込
み
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め

て
連
絡
し
ま
す
。

▼
対
象
者

５５
歳
以
上
の
雇
用
・
就
業
を

希
望
す
る
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
求
職
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
、
全
日
程
を
受
講
で

き
る
方
と
し
ま
す
。

▼
定
員

　１５
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
期
限

　８
月
２０
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
鼎
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

０
２
６
５（
２
２
）８
６
９
０
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移
送
サ
ー
ビ
ス

運
転
協
力
者
講
習
会

　移
送
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
有
償

運
送
）
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る

た
め
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が

認
定
し
た
講
習
会
実
施
団
体
に

よ
る
「
認
定
講
習
」
を
受
講
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
長
野
県

の
助
成
金
を
受
け
、
出
前
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

自
動
車
運
転
免
許
を
持
ち
、

市
内
在
住
の
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方

▼
日
時

９
月
１
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
６
時
３０
分

（
受
付

　午
前
９
時
４５
分
～

１０
時
）

▼
場
所

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田（
東
栄
町
）

▼
受
講
料

　５
０
０
０
円

▼
定
員

　２４
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
支
え
合
い
人
材
の
育
成

推
進
協
議
会
事
務
局

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
応
援
ネ
ッ

ト
ス
キ
ッ
プ

（
八
幡
町
２
１
０
３
）

０
２
６
５（
４
８
）５
６
４
３

０
２
６
５（
４
８
）５
６
４
９

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

　手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
聴
覚
障
が
い
者
を
講
師
に

迎
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
手
話
を
基
礎
か

ら
学
び
ま
す
。

▼
対
象
者

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方

▼
期
間

９
月
１０
日
～
１０
月
８
日
の
毎

週
火
曜
日

○
昼
の
部

午
前
１０
時
～
正
午

○
夜
の
部

午
後
７
時
～
９
時

※
昼
・
夜
そ
れ
ぞ
れ
各
５
回

　

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田（
東
栄
町
）

　３
階
第
１
・
２
講
習
室

▼
定
員

　

昼
・
夜
の
部
と
も
各
２０
人

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
締
切

８
月
３０
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

お
ひ
さ
ま
で
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
傾
聴
を
学
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
生
活
に
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
、

関
心
の
あ
る
方

　

▼
日
時

９
月
１２
日
㈭

午
前
１０
時
３０
分
～

午
後
３
時
３０
分

　

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田（
東
栄
町
）

　３
階
第
３
・
４
研
修
室

▼
内
容

講
師
の
内
山
二
郎
さ
ん
に
よ

る
講
義
・
演
習
な
ど

▼
定
員

　５０
人

▼
参
加
費

　３
０
０
円

　
　
　

▼
申
込
締
切

８
月
３０
日
㈮

▼
申
込
方
法

　電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

筆
記
用
具
、
昼
食
、
参
加
費

※
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
は
１１
月
頃
か
ら
開
催
予
定

で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

家
族
の
た
め
の

精
神
保
健
福
祉
学
習
会

　南
信
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
発
症
間
も
な
い
統
合

失
調
症
の
方
の
ご
家
族
が
、
病

気
や
障
害
に
関
す
る
知
識
を
得

る
事
で
、
少
し
で
も
不
安
な
気

持
ち
を
和
ら
げ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

統
合
失
調
症
と
告
知
さ
れ
、

診
断
や
初
診
か
ら
間
も
な
い

方
の
ご
家
族

▼
日
時

○
第
１
回

８
月
３０
日
㈮

午
後
６
時
３０
分
～
８
時

○
第
２
回

９
月
６
日
㈮

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時

○
第
３
回

９
月
１４
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

南
信
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
（
箕
瀬
町
２
―
２
５
６
１

―
４
）

▼
内
容

統
合
失
調
症
の
理
解
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
お
薬
と

の
付
き
合
い
方
、
相
談
機
関

な
ど
の
講
義
、
家
族
の
交
流

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
０
２
６
５（
５
６
）８
７
３
２

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
　   午前１１時３０分です。

● 問い合わせ　　　　０２６５-２１-１２５５



環境文化都市
飯田

環境文化都市
飯田

環境文化都市
飯田

飯田市は、２００７年に環境文化都市宣言を行
い、人も自然も輝く文化経済自立都市の理念
に基づき、産業づくり、地域づくり、人づくりを
実践しています。
そして２００９年には環境モデル都市の認定

を受け、低炭素で活力あふれる環境文化都市・飯田
を目指し先駆的な取り組みを実践しています。

■問い合わせ　地球温暖化対策課　内線５２４５

●「おひさま｣と｢もり｣のエネルギーの
総合利用への展開

●移動手段の低炭素化
●産業界との連携
●低炭素社会に向けた地域全体の
意識変革

環境モデル都市
行動計画

環境モデル都市
行動計画

温室効果ガス排出削減目標

地域全体から排出される温室効果ガスを
２００５年対比で７０％削減

排出の著しい家庭部門からの温室効果ガスを
２００５年対比で４０～５０％削減

２０５０年

２０３０年

いいだ安全・安心メールを配信しています
市では、火災発生や事件・事故などの情報をメールで配信

しています。このサービスを利用するためには、次のとおり
利用者登録が必要です。ぜひ登録をしてください。

登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、それぞれ登録をしてください。
○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。
○URL付きメールの受信を許可してください。

■問い合わせ　　　広報・情報推進課　情報システム係　内線２２２７

登録方法

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信
してください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページの
アドレス（URL）をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。
（登録完了）333手順

222手順

111手順

事件・事故情報、不審者情報、気象・災害警報、
行方不明者情報、その他の情報

火災情報 iida.kj@mpme.jp

iida.jh@mpme.jp

２０１３.８.１［広報いいだ］

８月１５日号は休刊です
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農
地
相
談

　農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
竜
丘
地
区
会
場
で
は
川
路
地

区
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
鼎
・
上
村
・
南
信
濃
地
区
は

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

ご
相
談
さ
れ
た
い
方
は
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
日
時
・
会
場
に
つ

い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
９
月
２
日
㈪

　

　下
久
堅

○
９
月
４
日
㈬

　伊
賀
良
・
龍
江

○
９
月
９
日
㈪

　山
本
・
竜
丘

▼
場
所

　

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
下
久
堅
地
区
は
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

成
年
後
見
制
度
相
談
会

　成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
は
な
い
方
（
本

人
）
に
援
助
者
を
選
び
、
本
人

の
権
利
を
守
る
た
め
の
制
度
で

す
。
成
年
後
見
制
度
の
説
明
や

制
度
利
用
に
必
要
な
費
用
・
手

続
き
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

た
り
、
制
度
利
用
に
関
わ
る
相

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　「
近
所
づ
き
あ
い
は
う
ま
く

い
っ
て
い
ま
す
か
？
」

　「
親
子
や
夫
婦
関
係
、
借
家

土
地
、
差
別
、
サ
ラ
金
、
家
庭

内
暴
力
、
セ
ク
ハ
ラ
、
虐
待
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
い
ま

せ
ん
か
？
」

　こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り

方
は
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

▼
日
時

９
月
８
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

川
路
公
民
館

▼
内
容

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
毎

週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
は
、

　法
務
局
飯
田
支
局
４
階
に
お

い
て
午
前
９
時
～
午
後
４
時

ま
で
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

内飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

０
２
６
５（
２
２
）０
０
４
５

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
　

▼
日
時

８
月
１０
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時

※
受
付
終
了
は
午
後
２
時
３０
分

▼
場
所

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田（
東
栄
町
）

２
階
相
談
室

▼
相
談
対
応

み
な
み
信
州
後
見
支
援
ネ
ッ

ト
に
所
属
す
る
法
律
の
専
門

家
、
福
祉
の
専
門
家

▼
相
談
料

　無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

介
護
高
齢
課

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
５
６
）１
５
８
７
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りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコハウスを活用して、暮らしの中の風物詩を味わい、暮らしの中の知恵を学ぶ

「りんご並木のエコカフェ」を開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコハウスを活用して、暮らしの中の風物詩を味わい、暮らしの中の知恵を学ぶ

「りんご並木のエコカフェ」を開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話＆FAX ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・問い合わせ

開　催　日 時　間 参　加　費 申込締切日テ　ー　マ

定　員 各１０人程度定員を超えた場合午後の講座を追加開催する場合があります。
※持ち物など詳細はお問い合わせください。

開　催　日 テ　ー　マ 参　加　費

８
月
の
エ
コ
カ
フ
ェ

季節の庭のお花を気軽に楽しもう！

「自分だけの花差しタペストリーを作ろう」

講師：清水房子 さん

持ち物：はさみ、のり

８月２５日（日）８月２７日（火）
１０：００～

　１２：００

５００円
（抹茶、
お菓子付き）

心も体も笑顔にしましょう！ 

「エンジョイ！タヒチアンダンス！！」

講師：飯嶋　幸 さん

（専門スクールTAURANA講師）

持ち物：タオル、飲み物、運動の支度、着替え

８月２７日（火）８月２８日（水）
１０：００～

　１１：３０
５００円

今日からはじめるエコ・クッキング

「エコノミ焼き・ピッツァ春巻」

講師：木下愛 さん

（エコ・クッキングナビゲーター）

持ち物：エプロン、筆記用具、

古布(タオル1枚程度)
※エコ・クッキングは東京ガス㈱の登録商標です

９月３日（火）９月５日（木） ３００円

地元の野菜料理で　残暑を乗り切る！

「夏バテに効く、食と体対策」

講師：宮崎太郎 さん（たろう屋さん）

持ち物：エプロン

９月１２日（木）９月１４日（土）
１０：００～

　１２：００
５００円

１０：００～

　１２：００

１３：００～

　１５：００

絵画展

「飯田市動物園写生大会入選作品展」
入場無料７月６日（土）～８月４日（日）

パネル展　　「伊那谷名物ザザムシはスゴイ虫」

天竜川総合学習館かわらんべ広報担当　久保田憲昭
入場無料８月６日（火）～８月１８日（日）

書道展 「南信州・りんご・自然などをテーマにした小品展」

長野県飯田風越高等学校　書道部
入場無料８月２８日（水）～９月１１日（水）

（但し、月曜日は定休）

（但し、月曜日は定休）

（但し、月曜日は定休）

８
月
の

エ
コ
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

８月１日より申し込み受付開始します

エコハウスではリビング・キッチン、会議室などの有料貸し出しを行なっています。

りんご並木の美しい緑と　建物の無垢の木の温もりが心地よく、アットホームな雰囲気が魅力です。

会議だけでなく、お料理やお花、クラフトなどの教室やサークル活動にも好評です。

エコハウスの見学もＯＫです。エコハウスの快適さや楽しさを実際に体感していただけます。

お気軽にお問い合わせ下さい。

エコハウス

利用者募
集

エコハウス

利用者募
集
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信

日時

場所

問い合わせ

：９月２１日㈯　　午後５時～８時３０分（小雨決行）

：弁天島海浜公園（西区舞阪町弁天島）　
※駐車場５００台

：舞阪町観光協会　☎０５３（５９２）０７５７

舞阪町観光協会HP

浜
名
湖
す
っ
ぽ
ん
元
気
ま
つ
り

浜
名
湖
す
っ
ぽ
ん
元
気
ま
つ
り

音楽を楽しみながら…音楽を楽しみながら…

大行列の１杯１００円のすっぽんスープ大行列の１杯１００円のすっぽんスープ

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

魚
介
類
の
生
育
に
と
っ
て
必

要
な
栄
養
や
安
全
が
整
っ
て

い
る
浜
名
湖
。
ウ
ナ
ギ
だ
け

で
な
く
す
っ
ぽ
ん
の
養
殖
も

盛
ん
で
、
日
本
一
の
出
荷

量
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

滋
養
強
壮
は
も
ち
ろ
ん
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
が

豊
富
に
含
ま
れ
美
容
に
も
い

い
と
さ
れ
る
す
っ
ぽ
ん
の
ス
ー

プ
を
１
０
０
円
で
い
た
だ
け

る
「
浜
名
湖
す
っ
ぽ
ん
元
気

ま
つ
り
」
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
、
地
元

料
理
店
が
調
理
し
た
す
っ
ぽ

ん
ス
ー
プ
を
先
着
５
０
０
人

分
ご
用
意
。
他
に
も
音
楽

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
軽
ト

ラ
市
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

秋
の
夜
長
に

   

月
と
す
っ
ぽ
ん
を
満
喫

秋
風
を
感
じ
な
が
ら
、

海
辺
で
美
味
と
音
楽
と
月

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

遠
州
遠
州三市合同企画 第１０６回

旬
の
野
菜
に
は
、
大
き
な

パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
栄
養

価
も
高
く
、そ
の
季
節
に
合
っ

た
効
用
も
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
暑
い
夏
は
、
身
体
に
こ

も
っ
た
熱
を
冷
ま
し
て
く
れ

る
夏
野
菜
が
ぴ
っ
た
り
。
発

汗
で
不
足
し
が
ち
な
水
分
や

カ
リ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
含
ん

だ
ウ
リ
類
や
、
身
体
を
冷
や

す
効
果
の
高
い
ナ
ス
、
抗
酸

化
物
質
が
含
ま
れ
る
ト
マ

ト
。
オ
ク
ラ
や
ツ
ル
ム
ラ
サ

キ
の
よ
う
な
ネ
バ
ネ
バ
の
強

い
夏
野
菜
は
疲
労
回
復
効
果

も
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

色
味
も
鮮
や
か
で
、
味
覚
的

に
も
夏
に
お
い
し
い
と
感
じ

る
も
の
が
多
い
で
す
よ
ね
。

食
欲
が
な
く
な
り
が
ち
な
夏

は
、さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ
く
の

が
一
番
。
私
の
お
ス
ス
メ
は
、

夏
バ
テ
に
有
効
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
も
作
り
出
し
て
く
れ
る

麹
漬
け
。
麹
が
素
材
の
味
を

引
き
立
て
、ま
ろ
や
か
な
甘
味

や
風
合
い
を
プ
ラ
ス
し
て
く

れ
ま
す
。
市
販
の
「
麹
漬
け

の
素
」
な
ど
を
使
え
ば
簡
単
。

漬
け
床
ご
と
冷
蔵
庫
の
中
に

入
れ
、
好
み
の
野
菜
を
入
れ

れ
ば
、
お
い
し
く
冷
え
た
漬

物
が
作
れ
ま
す
。
ナ
ス
は
紫

色
を
活
か
す
な
ら
、ミ
ョ
ウ
バ

ン
と
塩
の
浅
漬
け
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
身
体
を
冷
や
し
す

ぎ
な
い
よ
う
、身
体
を
温
め
て

く
れ
る
ニ
ン
ニ
ク
と
と
も
に
夏

野
菜
を
炒
め
煮
に
す
る
ラ
タ

ト
ゥ
ユ
な
ど
も
よ
い
で
す
ね
。

ご
自
分
が
「
お
い
し
い
」
と

感
じ
ら
れ
る
調
理
法
で
、
夏

野
菜
を
積
極
的
に
食
卓
に
取

り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

エ
コ
ラ
イ
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

絹
代
さ
ん

ちょっと

　　　エコ
な生活

をちょっと

　　　エコ
な生活

をちょっと

　　　エコ
な生活

を
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

子どものための草木染
８月３１日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：コブナグサやアカネなどでハンカチを染めます。

シャボンダマ遊び
９月７日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：大小のシャボン玉を

作って飛ばそう！

写真講座
９月１１日㈬　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：デジカメで花や風景などを撮影する。

キノコ栽培②
９月１４日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：キノコ栽培の２回目です。

４月に植菌したものを本伏せします。

※材料がなくなり次第終了します

「窯焼きピザづくり（夏カレー）」
８月２５日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

「みたらしだんごづくり」
９月１日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：１００円

「窯焼きピザづくり（マルゲリータ）」
９月８日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

「藍染めをしよう！」
８月２４日㈯　材料費：３００円～
集合時間：①１１：００　②１４：００　場所：土の工房

「日光写真を撮ろう」
８月３日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「補色コマを作ろう」
８月４日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

戸田一郎先生による特別講座
「いろんな方法で火を起こしてみよう」
※事前申込必要

８月２５日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「マーブルプリントを楽しもう」
８月３１日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

「子どもの森の手づくり工作まつり」
８月１２日㈪～１６日㈮　１０：００～１６：００

「子どもの森デイキャンプ」
８月１７日㈯・１８日㈰　１０：００～１７：００
参加費：２,８００円（保険料含む）
集合場所：なかまの館
定員：各日３０人（小学校１～６年生）

「江戸とんぼ玉づくり」
～本格的なとんぼ玉づくりに挑戦し、
オリジナルのアクセサリーを作りましょう！
４点のアクセサリーを
完成させます。～

８月３０日㈮　９：３０～１６：００
材料費：３,０００円
定員：２４名
講師：城下鮎子さん

「けん玉教室」
９月８日㈰　１３：３０～１５：３０
場所:なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん

「手作り帽子をつくってみよう」
９月１４日㈯　１０：００～１６：００
材料費：２,０００円
場所:なかまの館
講師：中島久美子さん

「お手製和紙づくり」
８月３１日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「ラミネート押し花のしおりづくり」
９月７日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「葉っぱで版画」
９月１４日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「革の
キーホルダーづくり」
９月１５日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

各回２０組

森森子ども大学（子ども体験学習）

理科実験ミュージアム

夏休み特別企画

森森大学院（成人向け講座）　※要予約

市民のみなさんによる活動（成人向け講座）

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ先　◆◆◆
生涯学習・スポーツ課　 内線３５７９

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

要予約
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

ウンチの標本づくりを見てみよう！
８月１７日㈯・１８日㈰　１０：００～１１：００ （雨天中止）

動物の色塗り遊び
８月１７日㈯・１８日㈰　１２：３０～１４：３０
材料費：１個　２００円　※材料がなくなり次第終了

本の中の動物にふれよう！
８月２４日㈯・２５日㈰
１回目　１１：３０～１２：００
２回目　１３：３０～１４：００

ウンチを使った紙づくりを見てみよう！
８月３１日㈯・９月１日㈰　１３：００～１４：３０ （雨天中止）

ご長寿アニマル紹介
９月７日㈯～１６日㈷

動物の色塗り遊び
９月１４日㈯～１６日㈷　１０：３０～１２：３０
材料費：１個　２００円　※材料がなくなり次第終了

この羽誰だ？
９月１４日㈯～１６日㈷
１３：３０～１５：００
（雨天中止）

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう 
１１：００～ （雨天中止）

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０ （雨天中止）

久米川で魚取りや川遊び
８月１７日㈯　９：００～１１：３０　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：川あそびと魚とりを

思いっきり楽しもう！
夏休みの思い出に親子でどうぞ。

ダイコン播きとジャガイモ料理
８月２４日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：ダイコンの種まきと

サツマイモの草取りのあと
ジャガイモ料理を味わいます。

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

アオボウシインコの

“チョロ”

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

こま撮り映画こまねこ最新作
        「こまねこのおるすばん」上映会

昨年９月２９日から１０月２８日までの１か月間、飯田
市の川本喜八郎人形美術館で公開撮影された『こま
ねこ』の最新作「こまねこのおるすばん」。　
２月２３・２４日の２日間、全国に先駆けて飯田市でお
披露目しました。その「こまねこのおるすばん」が飯田
に帰ってきます。

【日程】
かしら作り：９月７日㈯、１５日㈰、２９日㈰　１０：３０～１２：３０　いずれか１回
舞の練習：１０月６日㈰、１３日㈰　１０：３０～１２：３０　２回とも参加して下さい
発表：１０月２０日㈰　獅子舞フェスティバル創作獅子舞コンクールに出場

【会場】　川本喜八郎人形美術館エントランス前　

【参加費】　３００円（かしら１体につき）　

【対象】　かしらづくり…どなたでも（小さいお子さんは親子で参加して下さい。）　
　　　　　　　舞の練習～発表…５歳以上

わたちゃんのダンボール獅子舞ワークショップ

【上映日程】
８月１３日㈫・１５日㈭、
８月１７日㈯～９月２９日㈰
までの土・日・祝日　
各日　１０：３０／１３：００の２回　

【会場】　
川本喜八郎人形美術館
映像ホール　

無料

©ＴＹＯ／ｄｗａｒｆ・こまねこフィルムパートナーズ©ＴＹＯ／ｄｗａｒｆ・こまねこフィルムパートナーズ

毎年好評の獅子舞ワークショップ。今年もやります。　
世界に一つのオリジナル獅子がしらを作って、わたちゃんと一緒

に獅子舞フェスティバルに参加しよう！

【日程】　２０１３年度秋～冬　基礎レッスン、美術制作／２０１４年度～　
美術制作、稽古／２０１４年１２月　初演（予定）　※詳しくはお問合せ下さい。

くすのき燕人形劇ワークショップ第 期
「人魚姫」　キャスト、美術スタッフ、制作スタッフ募集
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平成２４年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２4年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２４年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２４年度におきましても、ふるさと納税の取り組みに対しまして、
多くの皆様からご寄附をいただくことができました。

皆様のご厚志に感謝を申し上げるとともに、寄附金の使途について、下記のとおりお知らせいたします。

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に積み立てさせていただ
きました。

天龍峡の活性化を目指し、観光案内・誘客事業などの取り組み
に活用させていただきました。

ＵＩターン希望者の方への就業、住居、生活等の相談対応を行って
いる人材誘導窓口「結いターンキャリアデザイン室」の運営に活用
させていただきました。

日本最大の人形劇の祭典「いいだ人形劇フェスタ2012」の運営
に活用させていただきました。（参加劇団数３４０劇団・１,７２４人、上
演会場・公演数１３４会場・４４７ステージ、観劇者数４０,０２５人）

社会福祉施設整備基金に積み立てさせていただきました。

りんご並木の保全活動に活用させていただきました。

りんご並木の歩行者天国やイベント開催などの支援に活用させ
ていただきました。

川本喜八郎人形美術館の管理運営に活用させていただきました。

大平宿の公衆トイレ改修に活用させていただきました。

ふるさと基金に積み立てさせていただきました。今後飯田駅前の
整備が具体化してきた時に活用させていただきます。

旧飯田町・旧上飯田町の全体史「飯田・上飯田の歴史」の編集
のために活用させていただきました。

野底山森林公園の整備に活用させていただきました。

ふるさと基金に積み立てさせていただきました。今後、多文化共
生社会を実現する取り組みなどに活用させていただきます。

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に積み立てさせていただ
きました。

７０,０００

５０,０００

１３０,０００

１００,０００

１,０５０,０００

５０,０００

５０,０００

１０,０００

４５１,５００

１１０,０００

５０,０００

２０,０００

５,０００,０００

８０３,６６３

７,９４５,１６３

２

１

３

１

２

１

１

１

１

１

２

１

１

１０

２８

１　リニア開業を見据えた
基盤整備の応援

２　飯田の観光・文化の応援 

３　飯田の人材育成・
　　人材誘導の応援

４　人形劇のまちづくりの応援 

合　　　　計

６　特定の　
　　事業なし

社会福祉のために

りんご並木の保全

丘の上市街地の
活性化

川本喜八郎人形美
術館の運営支援

大平宿のトイレ改修
のため

現飯田駅前の整備

飯田市歴史研究所
のために

野底山森林公園の
整備のために

多文化共生と小さな世
界都市実現のために

（飯田市政全般）

５　その他

活用事業 件数 金　額（円） 内　　　　　容
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各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

９月１０日㈫
１３：００～１６：００

地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

８月２６日㈪
９月９日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

中 村 ビ ル
（本町１－１２）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２４

８月２０日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護や
福祉などの相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

飯田市地震総合防災訓練シェイクアウト訓練を行います。シェイクアウト訓練を行います。シェイクアウト訓練を行います。シェイクアウト訓練を行います。
どこでも手軽にできますので、皆さんも是非行って下さい。どこでも手軽にできますので、皆さんも是非行って下さい。

訓練・緊急地震速報を放送します。 住民のみなさんは

３つの安全行動を１分間行って下さい。

２００８年にアメリカで始まった新しい形の訓練で
す。訓練方法はいたってシンプルで、指定された日時
に、家庭や職場、外出先など、それぞれの場所で地震
から身を守るための３つの安全行動を約１分間行っ
ていただくのが基本です。

安全行動の１－２－３

問い合わせ 危機管理・交通安全対策室　防災係（内線２４３１）

Drop!
Cover!
Hold On!

（ドロップ）

（カバー）

（ホールド・オン）

姿勢を低く！

体・頭を守って！

揺れが収まるまで
じっとして！

地震から身を
守る

シ ェ イ ク ア ウ ト 訓 練 と は ？

※各地区で計画される『安否確認訓練』『避難所開設訓練』にも積極的に参加しましょう。

シェイクアウト訓練について

９月１日（日）

９月１日㈰　朝８時と８時３０分の２回飯田市全域に
防災行政無線　いいだＦＭ　飯田ケーブルテレビ　から

ダンゴ虫のポー
スを！！
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